
                                                              

平成 27 年 12 月 4 日 No.24 

白山市立白峰小学校 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スローガン 

「すきです 白峰，学び合い，高め合い，世界に発信」 

校舎のよさと

大きさ，オー

プンな教室，

学年棟の中

での発表・・・

違うな・・・ 

チャレンジタイム 

２５分 プラス の共通実践 
毎週水曜日 午後１時２０分～４５分 

プラス 「放課後学習」(校長室で○) 

全教員，全学年で工夫した取り組みを行っています。 

いつでもご来校いただきご覧ください。 

学校とご家庭との両輪で，子ども達を力強く前進させるための取り組みです！子ども達が家庭

学習に計画的に意欲的に取り組めるようにお力をお貸しください。そして，「努力した子」，「で

きたことに満足している子」，「もっとがんばろうとする子」をほめて，認めて，励ましてください。 

800人近い子ども達と参観の保護者の波。これまで白峰小の自慢をたくさん大切にしてきましたが，それらを活か

して，どんな大舞台でも堂々と発表できる子，活躍できる子に育てたい，その願いのもとに計画・訪問しました。 



 

 

《保護者アンケート 3》 (自由記述) 

これからよりよい学校の在り方，学校経営に，何なりとご助言をいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掃除時間の常識を転換し，先生も子どもも一

緒に 15 分間 「自問自答」し，心と校舎に磨き

をかける時間へ，全校で臨みます。自己を見

つめる時間として清掃を位置付け，本校独自

の「自問清掃」スタイルの確立に挑戦！ 

ホームページではカラーでご覧になれます。 

いつでも何なりとお問い合わせください。 

〒920-2501  石川県白山市白峰ニ 110 番地 

TEL（076）259-2009   FAX（076）259-2188 

E‐mail  shiramine-e02@sc.city.hakusan.ishikawa.jp 

校長アンケートにご協力ありがとうございました。お蔭さまで仕上がり，

後日配布いたしますが，最新の結果 2弾を報告いたします。 

 

・学校の様子を今までのようにお便りやメールで教えていただければ，今は何に取り組んでいて，先生はどんなと

ころに力をつけようとしてくださっているのかイメージが伝わり，学校と保護者の共通認識が持てると思います。

宿題や忘れ物，食事のことなどは家庭で注意することなので子ども達の苦手なところを保護者は知っておいて

学校まかせにしないよう気を付けたいと思います。 

・人数の少ないことを活かして，いろいろなことにチャレンジしてほしい。 

・校長先生はいろいろな事を発信してくださり，よいことだと思います。ただ，子どもの負担，教師の負担にならな

い程度にお願いします。 

・地域の宝の子ども達が，伸び伸びと健やかに，たくましく育っていけるように・・・ただそれだけです。 

・白峰の子ども達は素直で，優しく，子どもらしい子どもです。それは，身近にいる大人の後ろ盾があってこそだと

思います。これからも，学校は子どもの味方として寄り添ってやってください。 

・過疎化が進む白峰で，地区の伝統を守りつつ，子ども達が集団生活になじむことのできる土台となるような環境

を，取り入れていただけるようお願いします。 

・小学生は中学への大事な学習のステップだと思います。中学１年の時に子ども達の学力の基礎がわかります。

少人数の学習を活かし，勉強が好きな子どもにしてほしいものです。他には，学校の先生は，親とは違う，尊敬

できる存在であってほしいものです。そこで，校長及び教頭先生は他の先生，児童，保護者より尊敬できる存在

でなければなりません。校長先生の一番大切な仕事は，子どもが悪いことをしている場合，明確に怒ることで

す。がんばってください。 

・あまり保護者の意見に左右されず，学校のやり方(子ども達のことを一番に考えた先生方の思いや考え)でやっ

ていけばいいように思う。 

・学校経営のことはわからないが，子ども達が，楽しく学校に行ってくれたらいいと思う。 

・会社ととらえると，いかにスタッフの長所や短所を見てあげられるのかが，トップの役目だと思う。そして，先生自

身が楽しいと思える学校を作れると，そこに通う児童も楽しく過ごせると感じる。 

・学級通信以外に，校長室便りがあります。最初はいいなと思っていたのですが，次から次へといろいろな通知が

くる中，面倒になってきました。字や写真が細かいので，読む気がなくなってきました。楽しみにしていらっしゃる

方もいると思いますので，「やめて」とは言いませんが，せっかくいいものを作っていらっしゃることを考えると，読

んでもらう工夫も大事かなと思います。（嫌みみたいになってスイマセン。） 

・子どもをおどす様な発言はしないでほしい。ダメダメばかり言わず，いろいろな事に挑戦させてほしい。先生との

信頼関係が結べる学校であってほしい。信頼関係があれば，多少怒られても先生のことが好きでいられる。正し

さだけで叱らず，何が愛になるのかを考えて叱ってほしい。 

・スポーツに対する理解が乏しい。何でもアンケートで済ませすぎ。きちんと保護者と話をしてほしい。 

・だんだん児童数が減っているので，考えてほしい。 

 

佳作賞   

1年  林  俊太さん 「ワニくんとパーティーにいったんだ」 

永吉  渓さん 「ワニくんとパーティーにいったんだ」 

2年  尾田柚稀さん 「うんてんするねこ」 

下  こと葉さん「ねこのよる」 

3年  織田  真さん 「リスのおすもう」 

4年  杉浦一心さん 「動物園の一週間」 
 

 


